























　ただし、道標が多いのは、全長約 290 kmに及ぶ Thames Pathの中流から下流の
方であり、上流に行くほど数が少なくなってきます。Thames Pathを 3つの区間に
分けました 1）。都市型 Thames Path、郊外型 Thames Path、田園型 Thames Pathです。
　都市型 Thames Pathである Thames Flood Barrierから Hampton Courtまでと、郊外
型 Thames Pathの Hampton Courtから Oxfordまでは、かなりの道標や標識が見られ
ます。私が Thames Pathを歩いている時、散歩を含め、歩いている人たちに多く出
会ったのもこの 2つの区間でした。













2．Thames Path と Public Footpath





　「写真 1」の Thames Pathの道標の中に書かれている矢印の中に「Public Footpath」
という英語が見られます。「Public Footpath」とは「公衆が歩く権利のある歩く道」
ということです。「写真 2」にある下のほうの丸い道標には「Public Right of Way」
と書かれています。つまり「公衆の通行権のある道」ということを明示している
のです。つまり、Public Footpathには公衆が通行する権利があるのです。
　Thames Pathと Public Footpathは、歩いて通行できる道ということでは同じな
のですが、Thames Pathはテムズ川沿いの Public Footpathということで、Public 
Footpathは Thames Pathだけではありません。その良い例が「写真 3」と「写真 4」
です。「写真 3」では Thames Pathの文字の下に Public Footpathと書かれていますが、
「写真 4」では Thames Pathの方向と違う方向に Public Footpathの標識があります 2）。

















写真 1 写真 2







片方のみの場合が「写真 6」です。Thames Pathの文字の下に書いてある「Walton 




さな文字で「Thames Barrier Gardens / & Green Chain Walk」と書かれています。公園と、
Thames Pathにつながっている歩く道についての情報を提供しています。
　その Thames Pathの道標の下にあるのは、「THAMES CYCLE ROUTE」と書いて
ある標識で、サイクリングをしている人たちへの情報です。






































　Thames Pathという言葉はありませんが、Thames Path沿いにあった Footpathを知






The Thames Path」と書かれています。Thames Pathを歩きたいと思っている人にとっ
ては有り難い標識です。Thames Pathへの接続が簡単になります。
　Thames Pathの道標の中に書かれている近隣案内が、上に載せた近隣案内とは違
うものが「写真 13」にあります。これは Thames Pathの道標を作る時に一緒に書
写真 8 写真 9
















写真 12 写真 13





















































ような道標や標識は 4種類ありました。「写真 21」以外には、「写真 22」、「写真






























左の標識の矢印は青色が使われています。右の道標には「THAMES PATH / Public 






























































写真 29 写真 30


















　上から 2 番目にある丸い標識には、黒色で、上に「CIRCULAR WALK」、下
に「FOOTPATH」とあります。白色がベースになっていますが、真ん中の矢印
は黄色で、矢印の中の丸くなっている箇所には白鳥の図柄があり、その回りに
写真 33 写真 34
－ 90 －
石　川



















が「写真 38」です。上に「THAMES PATH」とあり、下には「National Trail」と書
かれています。この道標は Thames Path上にあり、道の確認の意味と、サイクリン















　「OXFORDSHIRE WAY」「PUBLIC BRIDLEWAY」とある丸い標識は、「写真 41」
写真 37 写真 38














（「写真 45」）、そして鉄線の柵を取り付けてある杭（「写真 46」）、橋（「写真 47」）
やスタイル 3）（「写真 48」）など、歩く人が分かりやすい場所に取り付けてあります。
ですから、都市型 Thames Pathと郊外型 Thames Pathでは、道に迷うことがあまり
ありません。田園型 Thames Pathでも道標があるところは、安心して歩けるのです
が、道標がなくて困ってしまうことがたびたびありました。











写真 43 写真 44
写真 45 写真 46















写真 49 写真 50





































くにあることが分かります。この看板にある Thames Pathの表示には「Towpath to 
Marsh Lock 100m」とあります。「100m」の「m」は、この場合「マイル」ではなく「メー








写真 55 写真 56
－ 97 －
Thames Path沿いに設置されている道標
　この看板の一番下には「Towpath to Hambleden Lock」とあり、やはり、その下に










「写真 58」には「NICKOLS WALK」とあり、「写真 59」には「WILLIAM HENRY 
WALK」とあります。William Henryとはイギリス王のヘンリーⅠ世の名前だと思









































写真 62 写真 63











































































1）石川郁二 2009「Thames Pathの 3分割」（『法政大学多摩論集』第 25巻）。
2）ついでながら、写真 4に写っている道標の下にある標識には、犬が便をしてい
る絵があり、その下に「NO FOULING」と書いてあります。悪臭を放ってはい
けない、ということですから、犬が大小の便をすることを禁じているのです。
3）石川郁二 2013「テムズ・パスに設置されているゲートやスタイルなど」（『法政
大学多摩論集』第 29巻）参照。
